
　 　

【永島医科器械㈱】

【㈱モリタ製作所】

【日本メドトロニック㈱】

【㈱近藤研究所】
　　先端のｾﾝｻｰが検出

　　ML-700B…ﾊﾞｯﾃﾘｰ式
●ｽﾃﾛｲﾄﾞ溶出型生体　 

　　ML-710B…ｺｰﾄﾞﾚｽ式
　　吸収性副鼻腔ｽﾃﾝﾄ

●両眼立体視ﾙｰﾍﾟ

　　ｴﾐｯﾀｰを使い分ける 　　ｽﾍﾟｰｽで設置可能　 
　・X線を水平照射するこ 　　頭の下に敷くﾌﾗｯﾄｴﾐ

　　まで下がる為、立位、 　　ﾏｳﾝﾄｴﾐｯﾀｰ
　　座位、車いすに対応 　※ｴﾐｯﾀｰとは

　　磁場を発生させ、器具

　・術者の動きとﾓﾆﾀｰ映

　・高精細360゜ﾓｰﾄﾞと低
　　照射線量の180゜ﾓｰﾄﾞ ●ENTﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
　　を搭載　　　　　　　　　 Stealth Station ENT
　・1400×1400mmの省 　・症例に応じて2種類の

　　　　　　　　　FX800
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　・ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ有り　　
　・清拭し易いﾌﾗｯﾄﾄｯﾌﾟ

　・頭部CTのみならず、
　　鼻のﾚﾝﾄｹﾞﾝ、胸部の

●RAYSCAN m+

　　式ｽﾌﾟﾚｰ　　　　　　　　

　・長年医療現場で培わ

【オリンパスマーケティング㈱】
●SNﾕﾆｯﾄｴｸｾﾚﾝｽ230

　　(写真はCO2との併用)

　・ﾋﾟｽﾄﾙｸﾞﾘｯﾌﾟで操作性
　　ｱｯﾌﾟ　　　　　　　　　　
●手術用顕微鏡ｼｽﾃﾑ

ORBEYE
　・4K3D画像によるﾍｯｽﾞ
　　ｱｯﾌﾟｻｰｼﾞｬﾘｰの実現

　・約30日間にわたりｽﾃ

　　ら解放される　　　　　
　・良好なﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ

　・非閉塞設計により留

　　ﾛｲﾄﾞを局所に持続　 
　・ｽﾃﾛｲﾄﾞは60日間滞留

　・留置後30～45日で生

　・鼓膜が鮮明に見える

　　体に吸収。抜去不要

　　置後も鼻腔のｸﾘｱﾗﾝｽ

　　選択すると吸引管路
　・内視鏡とｼｰﾑﾚｽに切替

　・術者の負担を軽減　 

　　ｯﾀｰと手技に合わせて
　　ｾｯﾃｨﾝｸﾞ可能なｻｲﾄﾞ 

　　維持と局所洗浄の送

●耳鼻咽喉科用
　ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟ ENF-V4

　　れたﾉｳﾊｳをﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 　・先端外径2.6mmで小児

　　や鼻腔の狭い患者様

　　術(ESS)の術後管理 
　・自己拡張型ｽﾃﾝﾄが副

　・N-3型ﾉｽﾞﾙ交換ﾜﾝﾀｯﾁ

PROPEL

　　ｱﾑﾌｫｰｶｽ用にｵﾌﾟｼｮﾝ

　　への挿入性向上　　 

　　ﾚﾝﾄｹﾞﾝも撮影が可能
　・ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCTは空間分
　　解能に優れ、放射線

　　ﾌﾟﾚﾐｱﾑ鼓膜ﾌｫｰｶｽ

　・ﾒｶﾞﾗｲﾄｱｯﾌﾟ用やﾌﾟﾚﾐ

【カールストルツ・エンドスコピー・ジャパン㈱】

　・ﾍｯﾄﾞｷﾞｱﾀｲﾌﾟも有り　 　・慢性副鼻腔炎に対す

　・ｴｱｰ供給管路、吸引
　　管路に多孔質中空糸
　　膜フィルターを搭載　
　・吸引管路洗浄ｼｽﾃﾑ 
    自動洗浄・排水仕様を

　　像のﾀｲﾑﾗｸﾞが殆ど無
　・執刀医は接眼ﾚﾝｽﾞか

VITOM EAGLE
　・4K3Dﾍｯｽﾞｱｯﾌﾟ手術

　・蛍光観察可能　　　　 
　・CO2ﾚｰｻﾞｰ併用可能

　　新型ﾓﾃﾞﾙ　　　　　　　

　　ﾐﾗｰで反射させ、視軸
　　はその間を通る様に
　　設計されている　　　

　　達が可能　　　　　　  　・「視軸」と「光軸」が同

　　鼻腔の開存性を維持

　　被ばく量も少ない　　

●ﾕﾆｯﾄ ｵｳﾘｽﾄRX50

　　とでｱｰﾁﾌｧｸﾄを抑制

　　の洗浄が可能　　　　
●頭部用X線CT装置

●手術用顕微鏡ｼｽﾃﾑ

　　軸の為、影無く観察 
　・光源からの光を2枚の

　　る内視鏡下副鼻腔手

　・顎台の方さが825mm

　　設定有り　　　　　　　 



【サクラ精機㈱】

　・定価 本体128万円　 

　　部位から出る液体や

　・ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽに優れ
　　たｿﾘｭｰｼｮﾝ　　　　　　

　　ﾓｰﾄﾞ) の5つのﾓｰﾄﾞ
　・安定した双眼ｺﾞｰｸﾞﾙ

　　BIPOLAR(微細凝固)
　　BIPOLAR(切開・凝固

　・ﾓﾉﾎﾟｰﾗ　　4.0MHz ●ﾋﾞﾃﾞｵ式眼球運動検査

　　BLEND(混合切開ﾓｰﾄﾞ)

　　ﾊﾟﾙｽﾃｽﾄが可能　　　

　・ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ 　1.7MHz 　計測装置 　　BioMed
　・1台のｶﾒﾗで(VOG)
　　ﾋﾞﾃﾞｵ式眼球運動検査

　　COAG(凝固ﾓｰﾄﾞ)

　　ｻｰｼﾞｶﾙｽﾓｰｸの吸引

　　ｮﾝに接続することで 
　　廃液の排出とｷｬﾆｽﾀｰ 　　15,000円  NF-175S  

　・体表面または患部の

　・本体 495,000円 ●vHIT用眼球運動計測

　　ｵﾊｻﾞｰﾄﾞから守る　　 　　情報をﾓﾆﾀｰに映し出
　　し患者への説明に使用

　　先形状と優れた切味
　　及び回収に使用      　・刃厚は0.6mm

　　と(vHIT)ﾋﾞﾃﾞｵﾍｯﾄﾞｲﾝ

　　するCO2ﾚｰｻﾞｰ　　　
　・止血、切開、蒸散、凝

【フェザー安全剃刀㈱】

SurgiNexus RF-SNX110 　　ﾍｯﾄﾞｲﾝﾊﾟﾙｽ検査300点

　　1年間で手洗いとの差

　・熱水消毒は80゜C10分
　・手洗いよりも経済的 

　　ﾏｲｸﾛﾏﾆｭﾋﾟﾚｰﾀｰ
　　含め1日4回で計算) 

　　顕微鏡下手術におい
　　て高い汎用性を実現

　・ｲｰｼﾞｰｽﾎﾟｯﾄﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

●廃液・排煙ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
　　ｼｽﾃﾑ　Neptune3 ●扁桃刀替刃　K-40
　・手術室で使用、手術

　　で起動　　　　　　　　 　　は国際規格を満たす

　・乾燥なしのｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰ

　　固が可能　　　　　　　

　・定価 本体58万円　　 

　　内の洗浄を自動で行う     16,000円　　　　　　　　
　・4ℓと20ℓの2種類の廃液

SONIMAGE MX1α

【コニカミノルタ㈱】

　　洗浄で36分　　　　　 

　・本体重量 約4.5kg　　
　・ｽﾘｰﾌﾟ状態から15秒 

　・ﾁｬﾝﾊﾞｰ容量54ℓ　　　

●自動ｼﾞｪｯﾄ式器具

●超音波診断装置

　・予洗⇒本洗浄⇒すすぎ

　　⇒除染⇒乾燥を全自

　・納入価200万円(税別)程度

　　に取付可能なｺﾝﾊﾟｸﾄ
　　ﾀｲﾌﾟのｴｺｰ

　・院内ｼｽﾃﾑとの連携が

　・PE1 100万画素 21万円●汎用超音波画像
　・PE2 200万画素 24万円　　診断装置 ﾎﾟｹｯﾄｴｺｰ

　・粘膜切開に適した刃

【日本ストライカー㈱】

　・耳鼻咽喉科診察ﾕﾆｯﾄ

　・口蓋扁桃摘出に使用

　　可能　無線LAN対応

●炭酸ｶﾞｽﾚｰｻﾞｰ
　・洗い⇒すすぎ⇒消毒 DEKA SmartXide touch

【DKSHﾏｰｹｯﾄｴｸｽﾊﾟﾝｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱】

　・Hi-scan Surgical
　　ﾏｲｸﾛｻｰｼﾞﾔﾘｰをｱｼｽﾄ

　　　　洗浄機 病棟用

　・10,600nmの波長を有

　・最大出力60W　　　　　

　・使用後ﾄﾞｯｷﾝｸﾞｽﾃｰｼ 　・定価　5コ入 17,500円

NP-TMM7-B

　・定価 本体165万円　 

BLUNIX60B

　　動で行う　　　　　　　 

　・90゜C 5分間 熱水処理

【パナソニック㈱】

　・CUT(純切開ﾓｰﾄﾞ)

【日本シグマックス㈱】

【㈱NEXUS-Arc】　※旧 ㈱ ellman-Japan
●ﾗｼﾞｵ波ﾒｽ 　・標準検査 20点、ﾋﾞﾃﾞｵ

　・定価 16万画素 24万円

　・ｹｰﾌﾞﾙﾚｽで扱い易い

　　　(ﾀﾌﾞﾚｯﾄは含まず) 　装置　SYNAPSYSvHIT

　　約49万円 (人件費を 

●卓上洗浄器

　　⇒乾燥で約112分　  

　・ﾊﾝﾄﾞﾙ NF-150S 1本 

【コデン㈱】

　・僅か数分で左右計6 

【㈱ZERO】

　・2時間の連続使用可 　・ｺﾞｰｸﾞﾙ装着、ｷｬﾘﾌﾞﾚｰ
　　ｼｮﾝ不要(唯一の機能)

　　も可能　　　　　　　　　
　　半規管の機能評価可

　・ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞとﾘﾆｱ PEN　CAMERA PEｰE16
　　ﾌﾟﾛｰﾌﾞの2種類搭載 

●鼓膜観察用ｶﾒﾗ

●患部観察用ｶﾒﾗ
　・常時閉鎖型ｼｽﾃﾑに PEN　CAMERA
　　より手術室ｽﾀｯﾌをﾊﾞｲ

　　回収・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ計測可

miruco CL5

　・ﾘｰｽやﾛｰﾝでの購入 

ﾄﾞｯｷﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ

ペンカメラ

ペンカメラ PEｰE16



【日本ケミファ㈱】 【㈱メディカルプログレス】
●移動式免疫発光測定 ●手術用ﾙｰﾍﾟ
　装置　ﾄﾞﾛｯﾌﾟｽｸﾘｰﾝA-1 　・Looks2500　×2.5
　・検体量　20μL 　　眼鏡仕様　238,000円
　・全血検査は遠心分離 　・Looks2800　×2.8

　・高解像度ﾚﾝｽﾞを採用
　　11品目
　・W262×D380×H385

●移動式免疫発光測定

　　準ずるもの20品目中

【タカノ㈱】

　　不要　　　　　　　　　　 　　眼鏡仕様　268,000円
　・測定項目41項目 　・Looks3200　×3.2
　・測定時間30分 　　眼鏡仕様　328,000円
　・特定原材料8品目中 　・TTL型(埋込型)によっ
　　7品目　特定原材料に 　　て広い視野を実現　 

　装置　　　SiLIS-100

　・ﾜｲﾔﾚｽLEDﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ

　・検体量　40μL

　　定価 198,000円

　・検体の遠心分離必要

　・ﾜｲﾔﾚｽLEDﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ

　・測定項目45項目

　　ﾊﾛｹﾞﾝ色 218,000円

　・測定時間15分 　　L2SX5  289,000円
　・LEDﾗｲﾄｼｽﾃﾑ

　・特定原材料9品目中
　　9品目　特定原材料に
　　準ずるもの20品目中
　　16品目 ●におい提示装置
　・非特異的IgEも測定可 NOS-DX1000

【ソニー㈱】

　・室内でにおい汚染を 
　・重量23kg

　　の素)を手軽に提示  
　・専用の設備や部屋を
　　必要としない　　　　　

　・W400×D240×H520

【フィッティングクラウド㈱】
●生成AI使用医療文章生成ｼｽﾃﾑ　Cocktail AI
　・①生成AIによるﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを利用した診療録から

　　抑制し、嗅素(におい

ESPAL+ﾀｲﾌﾟC

　　洗浄消毒器　　　　　　
　・卓上ﾀｲﾌﾟ

　・紹介初診患者の代行記事入力 20分⇒3分に
　・AIに要約して欲しいﾌｧｲﾙを添付⇒ｻﾏﾘを作成
　・初期費用200万円　月額15万円/月

　・鼻咽喉用内視鏡の 

　・素早いにおい提示　　
　　(嗅素切替時間 約3秒)
　・医療機器承認取得中

●内視鏡洗浄消毒器

　　　 の医療文章生成
　　②3省2ガイドライン準拠
　　③個人情報保護法への適切な対応
　　④入力した診療録は生成AIﾓﾃﾞﾙの学習に利用
　　　　されない

【㈱精研】

　・ﾁｬﾝﾈﾙ内同時洗浄  
　・漏気ﾁｪｯｸ機能
　・洗浄時間は約5分
　・給排水設備が必要　
　　排水方法はｼﾝｸでも可
　・内視鏡の有効長により

●頸部筋力計　　C-1 　　高さ600と670mmを選ぶ

　・頸部筋力の定量的  【リオン㈱】
　　評価が可能　　　　　 ●ｵｰｼﾞｵﾒｰﾀｰ AAｰH2
　・嚥下障害者の客観的 　・精密な臨床検査・研究

【アニマ㈱】

　　筋力評価　　　　　　　 　　用のﾊｲｴﾝﾄﾞﾓﾃﾞﾙ　　
　・被験者の体格・肢位 　・雑音下語音聴取能を
　　によらず調整可能   　　評価するJ-HINT、J-

　　Matrix testを搭載　　
　　を評価し治療に貢献 　・語音聴力検査の回答
　・ﾘﾊﾋﾞﾘ訓練前後の推移

　・定価 58万円 　　はﾀﾌﾞﾚｯﾄへ手書入力
　・定価 590万円

　ｼｽﾃﾑ　ﾒﾃﾞｨﾁｬﾝﾈﾙ ●ﾘｰｽﾀｰ ｴﾘｰﾄﾋﾞｭｰ耳鏡
　・動画と音で視線を集 　・光ﾌｧｲﾊﾞｰﾘﾝｸﾞ照明　
　　める院内広報ﾂｰﾙ　 　・ﾘﾕｰｻﾞﾌﾞﾙ、ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞ

●医科専門ｺﾝﾃﾝﾂ配信 【日本ライト㈱】
【㈱メディアート】

　・ｱﾆﾒｰｼｮﾝ主体の分か 　　ﾌﾞﾙのｽﾍﾟｷｭﾗｰ選択可
　　り易いｺﾝﾃﾝﾂ　　　　　 　・ﾌｫｰｶｽﾎｲｰﾙで焦点 
　・ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾝﾃﾝﾂもﾌﾟﾛ 　　深度の調整が可能  
　　のｸﾘｴｰﾀｰが制作　　 　・定価　16万円　　　　　



【ダイアテックジャパン㈱】 『 診察ユニットの管理 』

　　吸引ボタンを採用し 
　　感染リスクを低減　　

　・VNL8-J10　先端　
　　外径φ2.4㎜を実現　
　・VNL11-J10
　　高精細な画像を実現
　・VNL15-J10

　　で精度の高い検査・診

　　断をｻﾎﾟｰﾄ

　　等の吸引が可能な　
　　φ2.0㎜のﾁｬﾝﾈﾙを  
　　装備　高周波処置具
　　も使用可能　単回使用

　　生検等の処置や粘液

●ﾋﾞﾃﾞｵ鼻咽喉ｽｺｰﾌﾟ
　　　 VNL-J10ｼﾘｰｽﾞ

　・ｺﾝﾊﾟｸﾄなHDｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ
　　ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

　・鮮明でシャープな画像
　　と画像強調機能i-scan

【HOYA㈱ PENTAX ﾗｲﾌｹｱ事業部】

　　及率は１５％程度　　
　・定価 70万円(左右)   

●ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｾｯｻ
　　　　　　　EPK-3000

　　可能な補聴器　　　　
　・ACT検査の結果を元
　　に患者さんごとに聞こ
　　えのチューニングが可
　・日本での補聴器の普

　・定価はｵｰﾌﾟﾝ　実勢価格 200万～250万　　　　　　
●ｵｰﾃｨｺﾝ社(補聴器)
　・ｱﾌｨﾆﾃｨｺﾝﾊﾟｸﾄと連携

レン音がどこまで聞こえるか検査する。結果を元に補
聴器をチューニングすることが可能。　　　　　　　　　 　 　

一般的であるが日本はAPDが一般的である。
補聴器の普及率が先進国で低いのは、ACT検査の
普及率による物であると考えられている。検査方法→
室内で患者さんにヘッドホンをかけてもらう→ザーッと
いう音の中にサイレン音が流れる→雑音下でのサイ

った。特に補聴器に関しては聴力検査の結果を元に
チューニングを実施するため補聴器を装用しても聞き
取り辛さが改善されないケースが散見されるとのこと。
ACT検査はAPDの様な検査環境が不要であり、ヘッド
フォンのみで検査が可能である。また、欧米ではACTが

る検査。しかし、APD検査では聴検室と同等の環境が

　雑音下での聴取能を数値化する検査。元々はAPD
と言われる検査で、聴力検査では正常な結果が出る
が、日常生活で聞き取り困難さが出る場合に行われ

必要となることからAPD検査を導入する施設が少なか

　　器特性測定、実耳測定

　　等補聴器適合検査が
　　実施可能　　　　　　　

　※ACT検査とは

●ｱﾌｨﾆﾃｨｰｺﾝﾊﾟｸﾄ
　  (補聴器関連製品)
　・ACT検査を行う検査
　・一台で聴力測定、補聴


